
コンの解説

0)|](視覚、絵柄、視′颯など)

6)耳 (聴覚、オノマトペなど)

C)手 (触覚、物質的モノとしてのマンガ)

(》 時計(作中の時間、読許の速度、歴史的時間など)

⊂)本 (物語論、読み方)

廼)ビ ル (出版/社、生産、流通)

C)ペン(作若)

⊂)マンガ表現

*そ のマンガは、どのような読み方を読者に促 しているか。鯉)(DO
*そ のマンガを読むとき、早いスピー ドで読んだか、それともゆっくり読ん

だか。その「読みJの スピー ドはマンがの中の何に注目させ、何を軽視さ

せた力、 ◎

*そ のマンガの文や画は、登場人物の性格や物語を、読者が簡単に理解でき

るように作用しているか。つまり、「努力」せずに読めるか。(D(D
*そのマンガは、読者に感情移入を要求しているか。①

*そ のマンがは読み捨て、つまり「消費・消耗」されることを意図している

か。または、「今Jを 超えて残 るような普遍的な作品と思われるか。◎

⑩ ①

*そ のマンガのタイトルは、読書以前と読書以後、どのような役害1を 果たし

ているか。◎

*そ のマンがの表紙は、どのような情報やイメージを提示しているか。それ

らは、中身について何を期待させるか。そして、時代・社会・文化 とどの

ような関係を示しているか。◎ 〇 ◎

*そのマンがは、読みはじめたところでわきあがる期待 (ス トー リーの展開

や結末に対する期待)を最終的に満たしたか。⑪
*(作者が何を言いたいかというより)作fl:は何 を言おうとしているか。も

しも、メッセージのような意味内容が見当たれば、それは一義的に見える
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か、または多義的で曖味なものに見えるか。⑪

*そのマンガに何回も登場する文や画のモティーフから、物語全体 と必然的

につながる意味を読み取ることができるか。〇

*も しもメッセージのような意味内容が見当たらなければ、何を魅力と感じ

ながら最後まで読んでしまったのだろうか。⑪

*読みながら、キャラクター・ストーリー内容・ストー リー展開の方法・画

など、何に最も注目したた ◎
*そのマンガの読み方は、読書の時間 (昼間、深夜)と 場所 (電車の中、自

宅)、 さらに読者の状態 (心理的、物理的)に よってどのように変わるの

だろうか。◎ ⑩ ⑪

*そのマンガは何巻 も続 く長編か、それとも短編か。⑪

*そ のマンガの物語は一話完結の形で構成されているのか、それともある事

件を発端 として物語が展開していき、結末を迎える長編なのか。⑪

*一話完結式の数巻長編の場合、どのような要素が「読み続けるように」読

者を引き付けるの九 〇

*そのマンガはいつの時代、どの場所を描いているのか。外的世界の他に登

場人物の内的世界も舞台となっているか。O
*そ の描写は「リアル」な効果ををねらっているか、または、徹底した別1せ

界(フ ァンタジー)であるか。それは一体何から判断できるか。09(D
*物語全体を「真面目にJ捉えるように勧められているか。O
*そのマンガには原作があるか。原作がある場合、そのマンガのために書か

れた原作でなければ、もととなった物語 (例 :小説)と そのマンガはどこ

がどう違うのか。そしてそれはなぜなのか。⑪

*既存の物語のマンガ化であるならば、その物語についての予備知識がある

場合 とない場合では、読み方がどのように変わるか。あるいは予備知識が

あっても、マンガとして全 く新 しい物語のように読めるか。◎

*そのマンガの中にはどれくらいの長さの時間が描かれているか。その時間

は流れているか、それとも止まっているか。そして、物語の時間が一つの

軸に沿って直線的に進行していくか、それとも、フラッシュバ ンヽクや先取
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りなどの形で、過去・現41・ 未来の間を移動 しているか。()〇
*連続するコマは、時間の連続を描写しているか。()(0◎
*1ページの中でのコマの構成は、物語を追 うためにどのような作用をもた

らしているか。またそのコマの構成は、画面の中で視党的にどのような印

象をもたらしているか。(D◎
*そ のコマは誰の視′ほから見た光景を描いているか (例 :主人公か、その他

のキャラクターか、それともマンガに登場 しない第二者か)。 そして、ア

ングルとその移 り変わりは視点にどのように関わっているか。◎ 〇

*登場人物の顔はどのように読者の視線と感情移入を導いているか。◎ ◎
*マ ンがのコマに現れる人物の視線はどこを向いているか。そして、それに

よって人物同士の関係 と、人物と読者との関係がどのように作られている

力Ъ◎⑪
*そ のマンガの物i語 は誰の視点からi語 られているか。◎ ◎

*そ のマンがの物語展開において、語 り手の存在が感じられるか (lrl嗽 する

全知全能の語 り手か、一人の人物か、キャラクターとして登場する「作

者」か)。 ◎〇
*マ ンガはとりわけ視党に訴えるメディアだが、分析対象のマンがでは何が

口∫視で、何が不■I視であるか。そして、	もし不 口r視な音6う)を 「読みとるJ
ことができたのなら、「読みとれたJのはなぜなのか。()(D⑩CD(D
*マ ンガの中で登場人物の感情・内予iは 、画と言葉でどのように表現されて

いるか。一見して「装飾的」と思われるln4は 、どのような役害1を 呆たすか。

O⑪
*そ のマンガには動線・効果線がどれほどあり、どのように使用されている

か。それは、そのマンガの制作時代と意図された読者層などについて11を

物語っているか。()(D◎
*そ のマンガはどのような線で描かれているか。ペンタッチに抑揚があるか、

それとも均一な線なのか。そしてその線はマンガにどのような印象を与え

ている九 O①
*そ のマンがの物語や画において他の表現・芸術ジャンルとの関係が見える
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か (文学/長篇小説の構成、いわゆる映画的手法、特定の美術様式の採用、

写真、音楽、ファッションなど)。 ◎

*他のメディア (映 lnJ、 小説など)と 比べて、そのマンガをマンガらしいも

のとして成り立たせているのはどのような要素なのか。◎

*マンガの特徴である「画と文Jの量の比率はどれくらいか。そしてその比

率はどのような作用を作品全体にもたらしているか。()(D
*画が描写している出来事を理解するために、そのマンガの吹き出し内外の

文を本当に読む必要があるか。◎◎⑪
*そのマンガにおける言葉はどれほど「画Jと して働いており、画はどれほ

ど「言語」(言己号)と して働いているか。◎◎
*そのマンガの言葉は読者の年齢層を規定しているか (例 えば文中のルビな

どによって)。 また、そのマンガにおける言葉はどれほど音読に向いてい

るような[1語か、あるいはどれほど静読に涛、さわしい (「文学的」な)書

き言葉であるか。〇 〇

*そ のマンガの中で擬態や擬音、そして辞書に見当たらないような音喩はど

れほどあるか。その描かれ方は読者にどのような印象を与え、そのマンガ

の制作時代や意図された読者層などについて何をほのめかしているか。

◎ ◎ 〇 〇 〇

*視覚的に物語るマンガは、読者の聴覚、触党、嗅覚、味党にどのように訴

えかけているか。例えば、触党と嗅覚を掻き立てることによって、登場人

物の痛みを共感したり、彼/彼女たちの身体的感触に接近したりすること

が可能になるが、それはこのマンガを読む上でどのような効果をもたらす

力ヽ ◎①⑪O
*マンガを手に取ってページをめ くり、紙に触れるというイi為 とその感触は、

読書行為にどのような効果をもたらしているか。CD(D
*自分が研究の中で言及するマンガは単行本か、それとも雑誌に連載中のも

のなのか。雑誌に連載されずに最初から単行本として企画されたマンガで

あるか。〇

*そ のマンガが単行本ならば、雑誌連載をまとめたものか。初出はいつ、ど

Ｏ
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のような媒体であったか (例 :マ ンガ誌の出版社、読者層、ジャンル、発

行部数、創11/休干1)。 ◎
*そのマンガを特定のジャンルに分類できるか。◎

*雑誌連載・単行本 。文庫版といったそれぞれの出版形態は、サイズや紙質

などによって読書にどのような印象を与えているか。CD(D◎◎

*そ のマンガには異なるバージョンがあるか (雑誌初出、単行本、改訂版な

ど)。 ◎①
*装丁や紙質、印刷方法はその時代的、文化的位置づけとどのように関係し

ている力Ъ⑩◎◎◎
*そ のマンガはどのような技法で制作され、どのような技術で印届1さ れ、ど

のように流通しているか。③①
*印昂1さ れたマンがをその原L■lと 比べ ることができるなら、何が見えてくる

力ヽ ◎①
*そ のマンガが昔の作品ならば、今読んでみて時代のギャップを感じるか。

もしそうなら、なぜなのた ◎
*そ のマンガが出版当時どのように受け止められたか (当 時の一般読者、評

論家、研究者、賞、検関/規制)。 また、マンが史において :i及 され、特

別な地位を:liめ ているか。〇

*そ のマンがは制作時点の他のマンガ作品やマンガ文化全般 とどのような関

係にあるか。◎

*そのマンガは誰が創作したのか。その作者 (マ ンガ家、原作者)の知名度

は、読書以前に読者にどのような印象を与えるか。①

*そ の作者の写真や似顔絵があるか。あるならば作者はそれらにはどのよう

に現れている力、 ①

*そ のマンガはその作者の作辞1暦/活動暦の中でどのように位置づけられる
力ヽ ④ O
*作者自身による発言 (作占l:の意|¶や意味、創作過程において受けた影響、

人間l関係などについて)は、作∴l!自体 とどのような関係にあるか。①

*作占l:を 読んで作者の意図や自己表りとがどれほど見えてくるか。①
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*作者が読者に対 してどのようなスタンスを取っているかが見えて くるか。

①

*作 I■ 自体から、作者が連載全体にわたって細部に至るまで決定権を持って

自分の意図を実現したように見えるか。それとも、編集者や連載雑誌が求

めるもの、作者自身が成し遂げられない意図のために妥協を強いられてい

るように感じられる力Ъ①◎◎
*そのマンガ自体が読者に促す読み と自分の実際の読みを他人の読み と比べ

た場合、どのような共通点 と相違点が出て くるか。そして、比較対象 とな

る読 みは (感想であれ、評論であれ、研究であれ)、 どのようなコンテ ク

ス トにおいて誰によって、誰に向かって発表されたか。⑪

◆上記のチェックリストに適用された理論に関しては、例えば、以下の文献を参

照のこと。(刊行力贋)

ウォルフガング・イーザー (轡 |■収訳)『行為としての読書一一美的作用の311論』

(岩波現代選書68)、 岩波書店、1982年

ジェイムズ・モナコ (デ 1本憲児他訳)『映画の教科書一一 どのように映画を読む

か』フィルムアー ト社、1983年

ジェラール・ジェネット (花輪光、和泉涼一訳)『物語のディスクールーー方法

論の試み』水声社、1985年

ジェラール・ジェネット (和泉涼一、神郡悦子訳)『物語の詩学一一続・物語の

ディスクール』水声社、1985年

フランツ・K・ シュタンツェル (前 田彰一訳)『物語の構造一― 〈語 り〉の理論

とテクスト分析』岩波書店、1989年

マルシア・ポイントン (木下哲夫訂t)『はじめての美術史―一 ロンドン発、学生

着』スカイドア、1995年

ジョン・A・ ウォーカー/サ ラ・チャップ リン (岸 丈和他共訳)『ヴィジュア

ル・カルチャー入門―一美術史を超えるための方法論』晃洋書所、2001年
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